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〉

一
い
て
、
そ
の
全
部
ま
た
は
一

A
黒
木

t
大
付
病
院
ハ
従

大
村
池
内
一
凡
地
(
市
内
同
一
な
お
、
埋
立
地
八
万
一
誌
に
関

一
一
部
に
つ
い
て
相
以
の
狛
一
来
ぽ
黒
木

t
県
営
パ
ス
大

土
川
)

の
)
郁
子
円
分
践
し
一
し
て
不
明
の
点
は
電
話
あ

一予
を
巾
罰
す
る
こ
止
が
で
一
村
営
業
所
ま
で
の
ロ

1
カ

ま
す
の
で
、
仰
希
望
の
方一

る
い
れ
直
接
係
ま
で
お
た

一き
ま
す
c

一
ψ

線
J

M
H

山
役
所
付
務
耕
骨
川
係
一
寸
ね
く
に
さ
い
。

一

今

問

九

号

台

以

に

よ

丈

県

交

油

部

大

村
営
業
所
)

?
で
五
念
呼
込
ん
で
く
光
一

n
財
務
課
〉
一
ろ
被
害
で
、
こ
れ
ら
に
一

3
い

の

一

一

該

当

す
る
と
認
め
ら
れ
一

一在

一

-現
一
ロM

…

-
a
・・・

h

一ロ月

一

一
g
…
今
回
市
?
は
次
の
よ
う
在
要
領
肥
ょ
の
住
民
登
録
の
実
態
調
査
を
行
い

ま
す
の
で
、
市
民

の
皆
様
の
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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災
害
復
旧
融
資

速記術

間 日目
a

pρ 

J..:.. 
a=t 

被

害

状

況
公費公告

不
用
品
質
り
ま
す

鉄
・
奥
鈴
・
紙
な
い
と
:
・
8
月
b
日

不
用
物
品
を
女
の
よ
」
お
り
公
売
し
ま
す

の
で
、
賞
受
希
望
の
方
は
当
日
印
盤
持

参
の
上
、
御
参
加
く
だ
さ
い
o

A
公

売

物

品

①
古
鉄
清

②
ア
ル
ミ
府

③
異
論
矧

③

紙

期

A
公
売
日
時

約
四
百
キ
ロ

約
三
百
キ
ロ

約
二
十
五
キ
ロ

約
二
百
キ
ロ

昭
和
三
十
一
年
九
月
五
日

午
前
十
時

A
公
売

場

所

犬

村
市
役
所

A
公
売

方

法

一

般

競
争
入
札

A
代

金

納

入

期

限

印

納

A
落

札

物

品

の

脱

出

代

金
納
入
後

一
託
①
入
札
心
得
者
は
当
日
参
加
者
に
お
渡
十
致

し
ま
す
。

@
公
売
陀
関
し
て
不
明
の
点
が
あ
れ
ば
、
市

財
務
課
管
理
係
へ
問
合
せ
て
く
立
さ
い
。

ハ
財
務
課
ゾ
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メ
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ト
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来
の
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の
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ぞ
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町役場時代から生長した市役問玄関ο植木 も倒伏

治
林
補
助
申
請
受
付

20 

日

ま

9 

月

造
林
柿
助
申
請
の
本
年
度

一?と
)

第
二
次
申
請
を
受
付
致
し
一
届
場
所
・
:
経
済
課
並
び
に

ま
す
。

一
最
寄
同
強
所
ま
た
は
大
村

受
付
期
間
・
:
九
月
二
十
日
一
森
林
組
合
へ
経
済
課
V

ま
で
ハ
期
日
を
股
守

の
三

一

で

い
て
も
十
七
時
頃
起
替
報
一
わ
れ
た
結
果
、
漁
業
関
係

を
知
ら
令
、
対
処
方
さ
え
一
で
は
非
常
対
策
を
講
U
て

敢
て
さ
れ
て
い
左
い
所
が

一
被
害
を
最
小
限
に
喰
止
め

非
常
に
多
か
っ
た
。
特
に
一
花
意
味
で
感
謝
の
意
を
表

満
潮
位
の
時
刻
の
放
送
は
一
ぎ
れ
た
組
合
も
あ
る
。

長
崎
港
の
分
だ
け
で
大
村
一
当
時
を
限
る
に
あ
た
り

一

湾
じ
於
て
は
、
そ
れ
よ
り
一
致
協
力
、
縦
横
の
連
絡
を

三
時
間
十
七
分
の
週
れ
三
一
密
に
し
て
被
害
の
最
小
児

在
る
乙
と
を
考
慮
に
入
れ
一
努
力
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
確

て
い
・
な
か
っ
た
こ
と
は
泣
一
倍
し
た
。
ハ
昭
和
一一一十一

憾
で
あ
っ
た
が
、
幸
い
週
一
年
八
月
二
十
五
日

報
連
絡
が
す
み
や
か
に
行
一
夫
村
雨
量
凋
報
所
》自金援した大村 背泉市場

f海岸に打上げられ?と漁舶と海水浴場施設の践がい く松原鹿ο島附近〉

台
風
に
備
え
よ
う

巌

重

雨

戸

iま

第
伺
図
珠
算
能
力
検
定
試
験

一
、
主

催
日
本
商
工
会
議
所

各
地
商
工
会
議
所

=
、
地
行
期

日

昭

和

A
年
叩
月
7
日
ハ
日
》

午
前
9
時

三
、
試
験
場

ω大
村
向
陽
高
等
学
校

例
川
棚
中
学
校

ゆ
波
佐
見
実
業
高
等
学
校

問

、

検

定

級

一

放

t
八
紋

五
.
申
込
〆
切
昭
和
泊
年

9
月
日
目
ま
で

六
、
申
込
先
大
村
商
工
会
議
所
珠
算
検
定

係

上

野

宛

詳
細
は
大
村
商
工
会
議
所
に
お
問
合
せ
く
立
さ

い

。

ハ

大

村

商

工

会

議

所

〉

-

」

。

援

の

要

求

が

わ

っ

た

と

A
台
風
が
来
る
と
き
は
、
き
は
進
ん
で
協
力
し
て

外
出
、
放
行
な
さ
は
見
い
た
だ
き
た
い
。

合
せ
、
子
供
は
外
で
遊
一ム
災
害
時
陀
付
き
も
の
の

ば
せ
な
い
こ
と
・

一

流
昔
、
ひ
語
に
迷
わ
さ

ム
風
が
強
い
主
主
d

は
、
煮
一
れ
が
、
疑
わ
し
い
場
合

物
そ
の
他
、
火
の
使
用
一
は
幹
察
、
市
役
所
在
ど

を
さ
け
大
気
の
取
扱
い
一
陀
連
絡
し
て
其
備
を
確

に
は
十
分
注
意
す
る
三

一

め
る
よ
う
に
す
る
之
と

主。

一

(
光
村
警
察
署
》

ム
停
電
に
備
え
懐
中
電
燈
一け

f
i
l
i
-
-
}

ロ
1
ソ
ク
な
き
O

用意
-倒
木
の
伐
採
は

を
忘
れ
や
、
ま
た
万
一
一

に
備
え
、
犬
事
な
も
の
一
許
可
を
受
け
て
か
ら

は
何
時
で
も
持
同
ザ
る

一風
倒
木
の
伐
採
は
、
森
林

よ
ミ
じ
し
て
お
く
こ
と

一
法
第

γ
五
、
十
六
条
の
伐

A
非
常
の
場
合
の
食
樋
、
一
採
眉
、
伐
採
許
可
申
請
を

衣
類
、
水
な

rも
準
備
一
す
る
必
要
は
あ
わ
ま
せ
ん

し
て
お
く
こ
と
@

(が
、
便
乗
伐
採
な
ど
の
違

A
台
風
時
に
は
、
垣
い
時

一反
が
な
い
主
う
に
注
意
し

閣
に
多
く
の
雨
が
降
り
一
て
く
だ
さ
い
。

易
い

D
で
、
洪
水
と
な

一A
遁
疋
伐
期
令
紋
以
K

D

っ
た
場
合
、
ま
た
海
岸
一
森
林
に
づ
い
て
風
倒

近
く
で
は
高
潮
が
お
し
一
木
を
伐
採
す
る
と
き
は

主
せ
て
来
た
場
合
の
潜
一
伐
採
届
書
を
提
出
す
る

雛
あ
る
い
は
・
火
災
の
場
一
三
主
。

合
の
避
難
を
考
え
て
お
一

A
油
疋
伐
採
期
令
扱
未
満

〈
)
と
。

一

の
森
林
に
つ
い
て
倒
木

仏
腿
縦
怜
怜
伊
制
仇
い
ほ
一
を
伐
採
し
よ
う
と
す
る

は
、
す
な
お
に
従
い
勝
一
主
き
は
伐
採
許
可
申
請

手
在
行
動
を
主
ら
在
い
一
を
提
同
す
る
こ
と
。

之
と
.

一ム
一
部
風
倒
し
建
存
ポ

の

ム
家
が
倒
れ
た
り
、
現
防
一
伐
除
を
必
要
と
す
る
と

が
危
く
て
当
局
か
ら
憾
一
き
は
、
市
、

森
林
組
合

の
現
地
調
査
を
受
け
て

か
ら
伐
採
す
る
こ
と
。

A
伐
採
己
つ
い
て
不
審
の

点
は
経
済
課
林
務
係
へ

問
合
せ
て
く
、
花
さ
い
。

ハ
経
済
課
林
務
係
)

気

象

情

報

に

注

意

に
対
す
る
準
備
を
す
る

三
'
と
が
肝
心
で
す
。

A
台
風
が
返
?
い
た
ら
、

雨
戸
、
窓
ガ

ラ
ス
、
屋

根
、
煙
突
、
板
ぺ
い
赴

ど
の
弱
い
部
分
は
板
、

つ
っ
か
い
棒
、
そ
の
他

一z
で
頑
丈
K
し
て
お
く
三

害
を
最
少
限
に
く
い
さ
め

一

る
た
め
、
皆
さ
ん
共
の
事

一

項
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

一

A
台
風
は
只

の
大
雨
tt

選
一
台
風
九
号
に
よ
る
森
林
被
一す
が
、

森
林
計
画
運
用
上

い
、
数
日
前
か
ら
気
象
一
警
の
特
徴
と
し
て
立
木
の一

必
要
で
す
か
ら
、
森
林
の

情
報
が
出
さ
れ
ま
す
の
一
周
倒
、
裂
傷
、
折
損
な
き

一積
刷
、
樹
極
、
数
量
を
絞

で
、
ょ
バ
注
意
し
台
風
一
の
被
害
が
発
生
し
て
い
ま

一済
課
へ
報
告
く
だ
さ
い
。

被
害
立
木
は
報
告
を


